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第 4 章以降では，構成比データの分散構造を捉えるのに，構成比データ間の距離を用いた接近法を提案する。第 4
章では，よく知られた 3 つのデータ集合を用いて， 7 つの距離について， 6 種類のクラスター分析法を適用して，解
析結果の比較からどの距雛とどのクラスター法が構成比データに適しているかを明らかにする。















スター構造を捉えるために距離を考察している。良く知られた重要な 3 つのデータに対し， 7 つの距離， 6 種類のク
ラスター分析法を適用し，解析結果の比較からどの距離とクラスター分析法の組み合わせが構成比データ解析に有用
かを明らかにしている。第 5 章では構成比データのクラスター分析法におけるグラフ表現法として知られているパイ
プロット表現で，特に非ユークリツド距離を用いる非線形パイプロット法を提案している。最後の第 6 章では研究の
総括及びこれからの発展性について述べている。
以上のように本論文は構成比データ解析における推定論およびクラスター分析に寄与するものであり，博士(理学)
の学位論文として価値あるものと認める。
